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平成5 年の病害虫の発生と防除

I 夏作期間 の気象経過の概要と農作物被害

冬 期間 は全国 的 に 高温， 記録的な少雪 。 3 月 に入 っ て
強い寒気が南下 し東 ・ 西 日 本で気温が下がっ た (寒の戻
り ) 0 4 月 は， 上旬後半か ら 中旬前半 に かげ て強い寒気が

入 り ， 全国 的 に 冷 え込んだ。 下 句 の 降水に よ り 西 日 本で

は少雨の状態がや や緩和 さ れた も のの， 東北南部か ら 中

部地方 に か け て は 月 降水量が平年の 30�50 % と か な り

少なか っ た。 5 月 は， 天 気 は周期的 に変わ り ， 一部の地

方 を除 い て晴 れの 日 が多 か っ た 。 時々 寒気が入 っ て気 温

の低 い時期があ っ た が， 真夏並みの暑 さ と な る 日 も あ っ

た。 関東 と 東海の少雨 は 3 月 か ら 続 く が， 九州 は曇 り や
雨の 日 が多 か っ た 。 6 月 は， 北 日 本 と 北陸では低 温 と 日

照不足が顕著だ っ た 。 西 日 本 で は 中旬以降梅雨前線の活

動が活発化 し， 特 に 九州 で は連 日 の大雨。 7 月 は， 日 照

時間 は平年の 50�70 % で， 下 句 に は 台風が相次い で西

日 本 に 上陸 し， かな り の多雨。 九州南部， 四国 ， 関東で
は 月 降水量が平年の 3 倍に達 し た と こ ろ があ っ た。 月 平

均気温 は か な り 低 か っ た 。 8 月 は ， 北 日 本 は著 し い低

温， 東 ・ 西 日 本 は著 し い低 温 ・ 多雨 ・ 寡 照 と な っ た。 9
月 は， 東 ・ 西 日 本で は曇 り や雨の 日 が多 か っ た。 北 日 本

で は天 気 は ほ ぼ周期的 に変わ っ た が， 天 気の ぐ ずつ く 時

期が あ っ た。 残暑 は ほ と ん ど な く ， 気温が平年 を上回 っ

た の は 中句の一時期だ け だ っ た。 東 ・ 西 日本で は気温の

表-1 1993年梅雨の状況

梅雨入 り (平年印 梅雨明げ (平年 日 )

沖縄 5 月 3 日 ( 5 月 11日 ) 6 月 25 日 ( 6 月 23 日 )
奄美 5 月 1 日 ( 5 月 11日 ) 6 月 25 日 ( 6 月 28 日 )

九州南部 5 月 17 日 ( 6 月 2 日 ) ( 7 月 13 日 )

九州北部 5 月 29 日 ( 6 月 8 日 ) ( 7 月 18 日 )
四国 5 月 29 日 ( 6 月 6 日 ) ( 7 月 16 日 )
中国 5 月 30 日 ( 6 月 8 日 ) ( 7 月 19 日 )
近畿 5 月 30 日 ( 6 月 8 日 ) ( 7 月 19 日 )
東海 5 月 30 日 ( 6 月 9 日 ) ( 7 月 18 日 )

関東甲信 5 月 30 日 ( 6 月 9 日 ) ( 7 月 20 日 )
北陸 6 月 2 日 ( 6 月 12 日 ) ( 7 月 22 日 )
東北南部 6 月 3 日 ( 6 月 12 日 ) ( 7 月 23 日 )
東北北部 6 月 3 日 ( 6 月 14 日 ) ( 7 月 26 日 )

Occurrence of Pests and Diseases and Their Control in 1993 in 

Japan. By Plant Protection Division， Agricultural Pro. 

duction Bureau， MAFF 

農林水産省農蚕園芸局植物防疫課

低 い 日 が多 か っ た。
梅雨入 り は， 沖縄 か ら 東北北部 ま で， 平年に 比べ て 10

日 前後早 か っ た 。 特 に 九州南部 は平年 よ り 16 日 早 く 梅雨

入 り し た。 梅雨明 け は， 沖縄 と奄美 は と も に 6 月 25 日 で
あ っ た 。 そ の他の地方 は， r 梅雨明 け と 言 え る 明確 な境 目

がな い ま ま ， 季節が進んでい る」状態が平年の夏の盛 り を

過 ぎ る頃 ま で も 続い た た め梅雨明 け 日 が特定 さ れな か っ

た。 過去 に梅雨入 り の 日 が決 ま ら な か っ た 年 は あ る が，
梅雨明 け の 日 が決 ま ら な い の は今年が初め て であ る 。

主な農作物被害 は 7 月 の北海道南西沖地震 に 伴 う ，

地震 ， 津波， 液状化現象， 西 日 本 に お け る 梅雨前線豪

雨， 8 月豪 雨， 全国 的な顕著な低 温， 日 照不足， 台風第

七 5 ， 6 ， 7 ，  13 号の相次 ぐ襲 来等 に よ る 被害が発生
し た 。

10 月 15 日 現在の水稲の作柄 は， 沖縄 は 「やや良j ， 東

海及び近畿 は 「不良j， 北海道， 東北， 北陸， 関東 ・ 東

山， 中国 ， 四国 及 び九州、| は 「著 し い不良J で， 全国 平均

で は 作況指数 75 の 「著 し い 不良j ， 10 a 当 た り 収量 は

373 kg が見込 ま れて い る 。

H 病害虫の発生 と 防除の概要

水稲の い も ち 病 は ， 北海道 は 6 月 以降生育期間 を通 じ

た低 温経過に よ り 葉 い も ち は少発で， 穂い も ち の進展 も

抑 え ら れ， 全道的 に 少発。 沖縄 は， 稲作栽培期聞 を通 じ

て好天 経過で少発。 北海道及び沖縄 以外 は 「多」 の発生

であ っ た。 初発生 は北 日 本では平年 よ り 遅 く ， 西 日 本で
はやや早め で あ っ た が そ の後の発生 は緩慢 で， 強 い低 温
に よ り 当初い も ち 病の発生 は抑制的 に経過 し た が， 例年
梅雨明 け と と も に起 こ る 高温抑制がな く ， 全国 的 に い わ

ゆ る 北 日 本型の発生様相 を呈 し 8 月 以降 も 後期進展が著

し か っ た。 こ の た め， 全国 的 に 葉 い も ち の発生面積が拡

大す る と と も に穂い も ち に 移行 し た 。 都道府県か ら発表

さ れた発生予察情報は， 北海道及び沖縄 を除 く 45 都府県
か ら ， 警報延べ 31 件， 注意報延べ 74 件 の 計 105 件 で

あ っ た 。 紋枯病 は， 全国 的 に 少発， 西 日 本の一部で 「や
や多」 の地域 があ っ た 。 稲 こ う じ病は， 穂ば ら み期が低
温で曇 雨天 が続 く な ど発生 に好 適 な天 候経過を 示 し た地
域 が多 く ， 北 ・ 東 日 本の一部 で は 「やや 多」 か ら 「多J

の発生 と な っ た 。 白葉枯病 は， 長雨， 豪 雨 と な っ た 九州

地方 を 中 心 に 西 日 本 で 「 や や 多」 か ら 「 多」 の発生 と
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病害虫別発生・防除状況 (平成5年10月1日現在) (単位:千ha， %) 

病害虫名 概 寄j1
発生面積 延べ防除面積 備考
(前年比) (前年比)

(イ ネ )
葉いもち 北海道， 沖縄で少， そ の他の地域 は多 959 (2 11) 2 ， 383 ( 125) 北海道低温， 沖縄好天， そ の他， 低

穂いもち 北海道， 沖縄で少， そ の他の地域 は多 903 (263) 3 ，666 ( 139) 温， 長雨， 日照不足

紋枯病 一部地域でやや多の他， 全国的に少 8 15 (  9 1) 1， 644 ( 93) 

白葉枯病 西日本 を中心 にやや多~多 80 ( 150) 30 ( 148) 長雨， 豪雨， 台風等 に よ る 影響

縞薬枯病 やや少~少 86 ( 79) 

ばか 苗病 北 ・ 東日本の一部で多の他は平年並以下 42 ( 43) 1， 776 ( 108) 

もみ枯細菌病 やや少~少 30 ( 36) 70 ( 72) 

稲こうじ病 北 ・ 東日本でやや多~多， 西日本の一部でやや多 195 ( 173) 38 ( 8 1) 出穏期の低温， 降雨

ニ カメイガ 近畿 を始め， 一部地域でやや多 330 ( 96) 868 ( 94) 越冬密度が高い

セ ジ ロウ ン カ 飛来数は多， 発生は北陸， 九州でやや多~多 1， 09 1(55) 1， 670 ( 113) 梅雨前線の停滞等

トピイ ロ ウ ン カ 飛来数は多， 発生は南九州でやや多 300 ( 130) 1， 322 ( 112) 早期多飛来

ヒメトビウ ン カ 平年並以下 690 ( 98) 1， 339 ( 105) 

ツマグ ロヨ コバイ 東北でやや多， そ の他の地域 はやや少~少 788 ( 8 1) 1， 290 ( 10 ]) 

イ ネド ロ オイム シ 一部地域でやや多 382 ( 157) 768 ( 103) !ß;ì.昆
斑点、米 カメム シ類 一部地域でやや多の他， 平年並以下 257 ( 88) 1， 306 ( 99) 

コプノメイガ 関東以西でやや多~多， 特 に九州で多 598 ( 188) 732 ( 177) 異常多飛来

イ ネ ミ ズゾウム シ 一部地域でやや多~多の他は平年並 1， 143 (  85) 1， 080 ( 106) 暖冬

(ムギ類)
さぴ病類 北陸， 近畿， 中国の一部でやや多の他少 40 ( 129) 63 ( 9 1) 

うどんこ 病 北海道， そ の他一部地域で多の他は平年並以下 95 ( 104) 206 ( 100) 

赤か ぴ病 少 75 ( 103) 2 10 ( 80) 

雪腐病 少 47 ( 96) 85 ( 88) 暖冬少雪

雲形病 北陸でやや多~多， そ の他の地域 は少 4 (  80) 3 ( 150) 

{ジャガイモ)
疫病 一部地域でやや多~多 42 ( 98) 425 ( 110) 長雨

( ダイ ズ)
紫斑病 一部地域でやや多の他はやや少~少 7 ( 175) 43 ( 90) 

ノ、 スモ ンヨト ウ 少 13 ( 50) 3 1( 50) 

ノ、 ダニ類 やや少~少 7 (  33) 5 (  83) 

アプラム シ類 一部地域でやや多の他はやや少~少 30 ( 68) 40 ( 56) 

( カ ン キツ類)
そうか病 やや多~多 23 ( 110) 94 ( 100) 

黒点病 中国， 四国， 九州で多， そ の他の地域も平年並以 上 93 ( 129) 374 ( 119) 

かしミょう 九州で多， そ の他の地域も平年並以と 25 ( 93) 87 ( 123) 

ヤノ ネ カイガラム シ 平年並以下 7 ( 100) 10 1 ( 98) 

ミ カ ンハ ダニ 関東， 沖縄でやや多， そ の他の地域 はやや少 65 ( 87) 257 ( 84) 

( リ ン ゴ)
腐らん病 東北の一部でやや多 9 ( 100) 73 ( 10 1) 

モニ リ ア病 青森で多の他は少 52 (520) 72 ( 10 1) 

斑点落葉病 関東， 北陸の一部でやや多， 東北 は平年並 24 ( 109) 4 10 ( 105) 

黒星病 一部地域で多， 背森で は特異的多発 30 (50 0) 353(113) 
ハマキム シ類 少 4 (  80) 22 1 ( 100) 

ノ、 ダニ類 やや少 11 ( 85) 124 ( 88) 

(ナ シ)
黒斑病 東北で少， 東海で平年並， そ の他の地減でやや多~多 5 ( 125) 68 ( 72) 

黒星病 四国， 九州で平年並， そ の他の地域の一部でやや多 4 (  80) 154 ( 109) 

ナ シ ヒメ シ ンクイ 平年並以下 1 ( 100) 47 ( 100) 

ハ ダニ類 一部でやや多の他はやや少~少 6 (  86) 48 ( 107) 

ア プラム シ類 平年並以下 8 (  80) 53 ( 102 )  

(モモ)
せん孔細菌病 一部地域でやや多 3 ( 100) 26 ( ]08) 

一一一 4 



平成5 年の病害虫の発生 と 防除 5 

病害虫名 概 評
発生面積 延べ防除面積 備考
(前年比) (前年比)

灰星病 一部地域でやや多 2 (100) 48( 98) 
(プド ウ )
晩腐病 関東， 東海， 四国で平年並以下， そ の他の地域の 3 ( 150) 61( 103) 

一部でやや多~多
べと 病 やや多~多 8(133) 81(1 16) 
灰色かぴ病 北 日 本， 北関東， 北陸でやや多~多 3(150) 35 ( 103) 
( カキ)
うどんこ病 一部地域でやや多~多 11 (1 10) 60 (109) 
落葉病類 一部地域でやや多 6 ( 120) 56( 1 10) 
カキ ク ダアザミ ウマ 東北， 関東， 北陸の一部でやや多 5 (125) 2 1  ( 100) 
(果樹共通)
カ メ ム シ類" 少 5( 22) 7l( 66) 
(チャ)
炭 そ病 西 日 本でやや多~多 33( 138) 125( 1 19) 
チャノコカクモンハマキ 一部地域でやや多の他は少 22( 79) 71 ( 91 )  
カ ンザワハ ダニ 一部地域 を 除い て平年並以下 27( 77) 105( 77) 
(キュ ウリ)
ベと 病 平年並~やや多 9(100) 64(107) 

うどんこ病 西 日 本で平年並~やや多 7( 88) 46( 94) 

( ス イ カ )
つ る 枯病 平年並~やや多 4( 80) 54 ( 1 10) 

(ノ、 ク サ イ )
軟腐病 北海道で多の他は平年並以下 3( 60) 28( 88) 

白斑病 平年並 4 ( 67) 33 (100) 

( キャベツ)
黒腐病 中国の一部でやや多の他は平年並以下 9(150) 38(100) 

コ ナガ 北 日 本 を 中心に一部地域でやや多 17( 85) 69( 83) 

( タマネギ)
ベと 病 一部地域でやや多 3(100) 30 ( 1 15) 

ボ トリチ ス属菌に よ 一部地域でやや多の他平年並以下 12 (240) 

る薬枯病
(野菜共通)
疫病2l 一部地域でやや多~多 9 (180) 99 (1 16) 夏秋トマトは全国的，その他は西日本中心

灰色かぴ病3) 一部地域でやや多~多 9 (1 13) 100 ( 1 13) ト マ ト で多発

アブラ ム シ類4) 一部 を 除い て平年並以下 68 ( 91) 359 (105) 
ノ、 ダニ類5) 平年並以下 21(1 1 1 )  95( 104) 
ハ スモ ンヨ ト ウ6) 一部 を 除い て平年並以下 6( 75) 22( 100) イ チ ゴで一部地域でやや多

ヨ ト ウガ 7) 一部 を 除い て平年並以下 14 ( 100) 101 ( 91 )  

1) . カ ン キツ， ナ シ， カ キ
2) . ト マ ト ， ピ ーマ ン， キュ ウリ， ス イ カ ， タマネギ
幻: ト マ ト ， レタ ス ， イ チ ゴ
付: ト マ ト ， ナ ス ， ピ ーマ ン， キュ ウリ， ス イ カ ， ダイ コ ン， ハ ク サ イ ， ネギ， レタ ス ， ホ ウ レン ソ ウ ， サ ト イモ， イ チ ゴ
5) . ナ ス ， ス イ カ ， サ ト イモ， イ チゴ
的: ナ ス ， レタ ス ， サ ト イモ， イ チ ゴ
η:ハ ク サ イ ， キャベツ， ニ ン ジン， ホ ウ レン ソ ウ

な った 。 葉鞘褐変病は， 北海道で 「多J の発生 と な った 。
セ ジロ ウ ン カ 及び ト ピ イロ ウ ン カ は， 梅雨前線の活動

が活発で本州、|付近 に 停滞 す る こ と が多 か った こ と も あ

り ， 数次 に わた る 飛来があ った 。 飛来量 は 多 く ， 特 に 九
州地域 に お い て は早 い時期か ら ト ビ イロ ウ ン カ の飛来比
率が高 い傾向 に あ った 。 し か し な が ら ， 予 防粒剤の 普

及， そ の後の天 候経過が増殖に好適で は な か った こ と 等
か ら ， 増殖は緩慢 で被害 は 多 く な か った 。 本田 での発生

は， 西 日 本の一 部 で 「やや多J か ら 「多」 と な った 。 ニ

カ メ イ ガ は， 暖冬 の影響で越冬 密度が高か った 地域 があ
る が， そ の後の低 温で発生時期 は遅れ気味で発生 も 抑制
さ れた 。 一 部地域 で「 や や 多」 か ら 「多」 の発生 と な っ

5 一一



6 植 物 防 疫 第 48 巻 第 1 号 ( 1994 年)

た。 コ プ ノ メ イ ガ は， ウ ン カ 類 と と も に近年に な い多飛

来が観察 さ れ， 東 日 本 以 西 の 一部 で「 や や 多 」 か ら

「多J . 特 に 九州の一部では 「多」 の発生 と な っ た。 イ ネ

ミ ズ ゾ ウ ム シ は， 一 部地域 で 「やや多」 か ら「 多J の発

生 と な っ た。 コ パネ イ ナ ゴが近年北 日 本 を 中心に増加傾

向であ る 。

水稲以外の作物で は ， カ ン キ ツ の黒点病 は 全 国 的 に

「やや多」 か ら「 多」 の発生であ っ た。 そ う か病及びかい

よ う 病は， 西 日 本の一部で「 やや多」 か ら 「多J の発生

と な っ た 。 り んど で は， 黒星病は北 日 本の一 部で 「やや

多」 か ら「 多」 の発生で， 特 に青森県では過去に例 を み

ない ほど 発生が多 か っ た 。 斑点落葉病 は ， 一部地域 で

「やや多」 か ら「 多J の発生であ っ た 。 ナ シ の黒星病及び

黒斑病が西 日 本の一部で 「やや多J か ら 「多j の発生 と

な っ た 。 プ ド ウ の灰色か び病， ぺ と 病及ぴ晩腐病が一部

地域で 「やや多」 か ら「 多」 の発生 と な っ た 。
野菜で は ， 果菜類の灰色 か び病， うど ん こ 病， べ と

病， 疫 病が各地で 「 や や 多J か ら「 多 」 の発生 と な っ
た。 ト マ ト 葉か ぴ病， ス イ カつ る 枯病， 疫 病， 炭 そ病，
ネ ギ さ ぴ病が一 部地場 で 「やや多」 か ら「 多」。 アブ ラ ナ

科野菜の コ ナ ガが一部地域で 「やや多」 か ら「 多」。 特 に

北 日 本 に お い て早期 よ り 多発傾向 だ っ た。 ネ ギ， タ マ ネ

ギ の ネ ギ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ハ モ グ リ パエ が一 部地域 で

「 やや多」 の発生であ っ た 。

皿 病害虫防除事業

1 ウ リ ミ パ エ

奄美群島 奄美群島全域 に お け る ウ リ ミ パエ根絶後

は， 同群島全域 に お い て侵入警戒調査 を実施す る と と も

に ， 徳之 島， 沖永良部島， 与論 島 に お い て不妊 虫放飼 に

よ る 再侵入 防止防除 を 10 月 ま で実施 し た 。

沖縄 県 : 岡 県唯一 の ウ リ ミ パエ発生地域 であ る 八重山

群島 につ い て は， 毎 週 9千万頭の不妊 虫放飼 に よ る 根絶
防除 を実施 し た結果， 根絶が確認 さ れ . 10 月 29 日 に植物
防疫 法施行規則の一部が改正 さ れた (10 月 30 日施行) 。

八重山群島の根絶 を も っ て ， 我が国全域 か ら ウ リ ミ ノ f
エが一掃 さ れた こ と にな る 。

なお， 既に根絶 を達成 し た沖縄 群島， 宮古 群島及びウ
リ ミ パエ根絶後の八重山群島 に お い て侵入警戒調査 及び

不妊 虫放飼 に よ る 再侵入 防止防除 を実施 し た 。
2 ミ カ ン コ ミ .I(ヱ

沖縄 県 : 前年に 引 き 続 き 侵入警戒調査 を実施す る と と
も に ， 八重山群島 に お い て誘殺剤散布 に よ る 再侵入防止
防除 を実施 し た。

小笠原諸島 : 前年に 引 き 続 き 侵入警戒調査 を実施 した。

3 ア フ リ カ マ イ マ イ

奄美， 沖縄 及び小笠原諸島の被害の著 し い野菜園場な

ど に お い て， マ イ マ イ駆 除剤散布に よ る 被害軽減防除 を

実施 し た 。

4 ア リ モ ドキゾ ウ ム シ

平成 2 年に鹿児島県西之 表市 に お い て発生が確認され

た ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ につ い て は， 緊急防除の省 令 に よ

り ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ の寄主植物など の移動 を禁止す る

と と も に ， 発生地域 に お い て誘殺剤の散布， 野生寄主 植

物の除去など を実施 し た 。

5 天敵増殖配布

果樹の重要害虫であ る イ セ リ ア カ イ ガ ラ ム シ， ル ビー

ロ ウ ム シ， ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ の そ れぞれの天敵であ

る ベ ダ リ ア テ ン ト ウ ム シ， ル ビー ア カ ヤ ド リ コ ノ Tチ， シ

1レベ ス ト リ コ パチ の増殖配布 を 前年 に 引 き 続 き 静岡， 岡

山， 長崎 の各県でそ れぞれ実施 し た。

表-2 平成5年発生予察情報(普報・注意報・特殊報) の発表状況

( 平 成 5 年 1 月 1 日-9 月 30 日 )
( 1 ) 筈報・注意報 ( ゴ シッ ク は響報， 他は注意報， 数字 は発表

月 日 )

① イ ネ

薬い 穂い セ ジ ト ピイ ロ コプノ そ の他の病害虫
もち もち ロ ウ ウ ン カ メ イ ガ

ン カ

北海道 7.21-葉しょう褐変病

東 青 森 7 . 29 8 . 13 7 . 15-稲こうじ病
岩 手 7 . 22 8 . 2  

8.17 

宮 城 7 . 21 8 . 3  7 . 23-稲ζうじ病
8.10 

秋 田 7 . 1  8 . 2  
7 . 15 8.20 

山 形 7 . 23 7 . 29 
8.11 

�t 福 島 7 . 22 
8.5 

関 茨 城 7 . 29 
8.6 

栃 木 7 .16 8.5一斑点米カメムシ類
8.6 

群 馬 8 . 5  
8 . 23 

埼 玉 8 . 5  8 . 5  
8.20 

千 葉 8 . 9  
東 京 8 . 20 
神奈川 8 .19 

東 山 梨 8 . 2  8 . 2  
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長 野 7 . 20 8 . 5  関静 岡 7 . 28 7 .28 
東 8.17 

長 崎 1 7 . 2 1 � : � I 九 "1 1 8 . 3  8 . 3  
8.19 

北 新 潟 7 . 16 
8 . 3  

熊 本 8 . 5  1 7 . 9  I 7 . 9  
9 . 2  

富 山 7 . 19 7 . 19 大 分

8.2 8.6 
石 川 7 . 15 宮 崎 5 . 24 8 . 3  7 . 5  7 . 13 7 . 26 

7.30 8.17 
福 井 7 . 16 

態 7.27 
鹿児島 8 . 18 7 . 8  7 . 8  7 . 12 州| 8.6 

東 岐 阜 7 . 8  7 . 26 
8.9 

愛 知 8 . 12 7 . 26 
8 . 12 

②畑作物(イネ ③果樹 ( チャ を 含む)
を除く普通作)

8.20 北海道 6 . 25 司コ ムギの

三 重 7 . 7  7 . 20 赤 か び病，
海 8 . 6  7 . 1- ノTレ イ

近 滋 賀 7 . 7  7 . 23 
8.5 

ショ の疫病

東 青 森 5 . 28 -リ ン ゴの黒星病， モ ニリ ア病

京 都 7 . 8  7 . 23 岩 手 6 . 30 ーリ ン ゴの斑点、落 葉病

8.2 宮 城 8 . 5 -リ ン ゴの黒星病

大 阪 7 . 30 
8.12 

秋 田 6 . 18 - プド ウ の灰色かぴ病
�t 福 島 7 . 22 ーモモ の灰星病

兵 庫 7 . 12 8.17 
奈 良 7 . 13 7 . 22 

関 埼 玉 3 . 9 ー チャ のカ ンザワハ ダニ
長 野 5 . 14 ーリ ン ゴの黒星病， 6 . 2 ー果樹 の ナ ミ

8 . 5  ハ ダニ
8.10 東静 岡 7.12ーカンキツのミカンキイロアザミウマ

畿和歌山 7 . 14 北 石 川 4 . 28 - ムギの赤
中鳥取 7 . 15 8.6 かび病

島根 7 . 6  7 . 19 陸 福 井 5 . 10 ー ウ メ の ウ メ シ ロカ イガラ ム シ
8.5 

岡山 7 . 15 
東 三 重 8 . 5 - チャ の炭そ病
海

7.28 
国 広島 7 . 5  7 . 14 近 尽 都 8 . 25 ー ナ シ の黒斑病

大 阪 8 . 3 ーブド ウ のべと 病
8.3 畿和歌山 9 . 10 ーカ ンキツ の黒点病
8 . 4  
8.11 中鳥 取 5 . 19 ー ナ シの黒斑病， 8.9ーナシの黒斑病

8 . 20 広 島 7 . 27 ーカ ンキツ の かいよう病， 黒点病

山口 7 . 6  7 . 20 8 . 17 国 8 . 1 1 ー ナ シ の黒斑病， ブド ウ のべと 病

8.5 9 . 3 カ ンキツ の黒点病， かいよう病

徳島 7 . 28 7 . 28 香 川 6 . 29 -果樹 の カ メ ム シ類， 8 . 4 -カ ンキツ

8 . 20 四 の黒点病

四香川 7 . 12 7 . 12 
8 . 11 

愛 媛 5 . 10 ーキ ウ イ フルーツ の花腐細 菌病
国 8 . 20 ーカ ンキツ の黒点病

愛媛 8 .3 8 . 3  7 . 15 九 福 岡 8 . 13 カキの フ ジ コ ナカ イガラ ム シ
9.1 8 . 27 ーカキの炭そ病

高知 8 . 2  8 . 2  9 . 2 -紋枯病 長 崎 5 . 10 - ノfレ イ
国 9.2 ショ の疫病

九 福 岡 7 . 1  7 . 26 熊 本 8 . 3 カ ンキツ の か いよう病， 黒点病

7 . 30 大 分 8 . 13 ーブド ウ のべ と 病， 8 . 16 ーカ ンキツ の

8.18 か いよう病， 黒点病

佐 賀 7 . 7  7 . 7  8 . 2  7 . 27 鹿児島 8 . 4 -カ ンキツ の か いよう病， 9 . 16 ーカ ン

8 . 2  8 . 2  州、| キツ の褐色腐敗病

外| 8.23 沖 縄 7 . 7 ーカ ン キツ類の ミカ ン ハ ダニ
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北海道

東 青 森
岩 手

�t 秋 田

関 神奈川

東 静 岡
北
陸 新 潟

近 大 阪
兵 庫

畿 和歌山

国
中鳥 取

山 口

植 物 防 疫 第 48 巻 第 l号 (1 994 年)

④野菜(花き類を含む)
6.22アブラナ科野菜のコナガ
6.8ーアブラナ科野菜のコナガ
6.2ーアブラナ科野菜のコナガ
6.10-アプラナ科野菜のコナガ. 9.30日ネギのきび病
3.26-キャベツの灰色かぴ病. 7.29スイカの炭そ病，つ

る枯病
2.4イチゴの灰色かぴ病

6.21ーネギのべと病

3.19ータマネギの白色疫病. 5.11ータマネギのべと病
2.24ータマネギの白色疫病
3.5ータマネギの白色疫病
6.30ースイカの疫病，褐色腐敗病
6.23-イチゴのうどんこ病. 9.7-イチゴのうどんこ病

目徳 島14.15ーネギのさび病
四|香 川12.22ータマネギの白色疫病. 7.12イチゴのうどんこ病
国|愛 媛12.3タマネギの白色疫病. 7.5-イチゴのうどんこ病

九|福 岡16.11イチゴのうどんこ病. 7.9野菜のマメハモグリパ
コニ

佐 賀12.2タマネギのポトリチス葉枯症.4.5ータマネギのネギ
アザミウマ. 5.6ーイチゴのうどんこ病

長 崎16.2ーイチゴのうどんこ病
熊 本16.14イチゴのうどんこ病
大 分17.2イチゴのうどんこ病
宮 崎11.27-イチゴのうどんこ病. 2.26キュウリの褐斑病，

7.5ーイチゴのうどんこ病
州|鹿児島18.4ーイチゴのうどんこ病

沖縄 12.3ーキュウリのべと病

( 2 ) 特殊報(数字は発表月日)

①普通作 ②果樹 ③野菜 ④花き類
東 宮 城 3.16ーイチゴの疫病初確認

福 島 6.21ーキウイフルーツのか
�t いよう病初確認
関 茨 城 9.22←トマト，ガーベラのマメハモ 9.22ノfラのミカンキイロアザミウ

グリパエ初確認 マ初確認
栃 木 6.22花き類のミカンキイロアザミ

ウマ初確認
群 馬 2.4レタスのミカンキイロアザミ

ウマ初確認
埼 玉 3目9-ミニトマトのマメハモグリパ

エ初確認
東 京 4.30-花き類のミカンキイロアザミ

ウマ初確認
長 野 5.21日イネの紅変米多発 9.27プルーペリーの斑点 6.16ーパセリのうどんこ病発生拡大 2.17カーネーションの黒葉渋病初

病初確認 確認. 4.28ーデルフィニウムの立
東 枯病大規模発生
�t 新 潟 6.30カキのカキクダアザ

ミウマ初確認.8.24-クリ
のハスオピキンモンホソ

陸 ガ被害初確認
東 岐 阜 2.25ミニトマトのマメハモグリパ

エ初確認
愛 知 1.20ーパラのミカンキイロアザミウ

7初確認
三 重 1.20トマトのトマトサピダニ初確

海 認
近 京 都 6.25ーネギの黄斑病初確認

大 阪 7.30ナスのマメハモグリパエ初確
認

兵 庫 3.16ミニトマトのマメハモグリパ
畿 エ初確認
中岡 山 6.23-イネの褐条病初確認

広 島 8.3カーネーションの黒葉渋病初
確認.9.3ートルコギキョウ，キクの

国 ミカンキイロアザミウマ初篠認
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山 口 6.7ーカーネーションの黒葉渋病初
確認， 9.2-トルコギキョウのえそ
病初確認

愛 媛 4.20ートマトのトマトサピダニ初確
四 認

高 知 2.19-ソリダスターのマメハモグリ
パエ初確認， 8.2-花き類のミカン国 キイロアザミウマ初確認

九 福 岡 6.3-イネの褐条病初確認
熊 本 7.7ミニトマトのマメハモグリパ

エ初確認
大 分 6.1ーミニトマトのトマトサピダニ

初確認
宮 崎 4.30ーキュウリの黒星病， 5.31ートマ 4.30ーキクの半身萎ちょう病初確

トのトマトサピダニ初確認， 6.8- 認， 5.31-ファレノプシスのオン
ナスのマメハモグリパエ 初 確 シツケナガコナダニ初確認
認， 9.29ートマトの褐色輪紋病初

鹿児島 確認
3.2ーダイコンのキタネグサレセン
チュウ初確認， 7.19-ソラマメの

列t クロスジヒメアッパ初確認
沖縄 6.14パパイヤの輪点ウイ

ルスパパイア系初確認

W 農林水産航空事業 V 農薬 の 出荷状況

本年度 の農林水産航空事業 の 農業関係実施面積 は ，
5， 660千 ha (対前年度比 93 . 5 %) で， 前年度 に比べ 392

千 ha の減少 と な っ た 。

本事業の基幹 であ る 水稲部門は， 本年の全国 的 な い も

ち 病の 多発生 に よ り ， 青森県 を 除 く 東北地方の 5 県 112

市町村で， 152千 ha の緊急追 加防除が行わ れた た め， 実

施面積は 1， 597千 ha (同 108 %) と な っ た 。

剤形別， 散布方法別では， 本年度 は液剤の通常散布 41 . 2
%， 同 じ く 微量散布 47 . 3 %， 同 じ く 少量散布 10 . 2 %， 
微粒剤散布 0 . 7 %， 粒剤散布 0 . 6 % の割合 と な っ た。

果樹部門は， リ ン ゴの野そ駆 除， ク リ の害虫防除な ど
5 . 4千 ha (同 94 . 3 %) であ っ た 。

畑作部門は， ク ワ ， ム ギ， ダイ ズ， サ ト ウ キ ピ な どの

害虫防除な ど 24 . 7千 ha (同 89 . 9 %) であ っ た 。

畜 産部門は， 牧野 の 施肥 な ど， 3 . 2千 ha ( 同 104 . 1
%) であ っ た。

ミパエ部門は， 本年10 月 ，沖縄 県八重山群島を最後に
日 本全土か ら ウ リミパエ が根絶 さ れた た め， そ の後の事
業量の減少 に よ り ， 4， 029千 ha (同 88 . 8 %) であ っ た 。

平成 3 年度 に水稲 の病害虫防除 に お い て 実用化 さ れた

無人ヘ リ コ プタ ー は， 本年度水稲 37 . 8千 ha， コ ム ギ及び
ダイ ズ等 0 . 2千 ha， 計 38千 ha の 防除実績 と な り ， 昨年

度の約 2 倍の実績 と な った 。

平成 5 農薬年度 (平成 4 年 10 月 ~平成 5 年 9 月 ) に お
け る 農薬の出荷は， 前年度 に比べ数量では 3 % 増の 490千
t・ k l， 金 額 で は 2 % 増の 4， 160億円程 度 と 推定 さ れ る 。

水稲用農薬 は， 本年の い も ち 病の全国 的 な多発生 を反

映 し， 数量， 金 額 共 に僧 加 し た が， 果樹， 野菜等他の分

野では減少 し た 。

平成5農薬年度農薬出荷状況 (推定)

(単位: t， kl， 百万円， %) 

4年度出荷 平成5年度(推定)
用 途 (実績) 出 荷 対前年比

殺虫剤 数量 159，924 154，000 96 
金額 140，737 141，000 100 

殺菌剤 数量 96，729 114，000 118 
金額 100.222 104，000 104 

殺虫殺菌剤 数量 52.872 57.000 107 
金額 25，101 28，000 110 

除草剤 数量 134，645 135，000 100 
金額 128，277 128，000 100 

その他 数量 31，360 30，000 96 
金額 13，796 15，000 109 

合 計 数量 475.530 490，000 103 
金額 408，134 416，000 102 
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